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茨ば
ら
き
は
い
じ

城
廃
寺
特
集　

最
終
号

平
成
23
年
度
の
調
査
結
果
④

茨
城
廃
寺
跡
の
広
さ

　

平
成
23
年
度
の
発
掘
調
査
は
、
茨

城
廃
寺
跡
の
区
画
溝
を
探
し
、
範
囲

を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
、
北
限
を
確
定
す

る
こ
と
が
で
き
、
東
限
に
つ
い
て
も

手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
西
側
に
つ
い
て
は
区
画

溝
が
途
切
れ
て
い
た
も
の
の
、
谷
が

入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然

の
地
形
を
利
用
し
て
区
画
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

か
ら
推
測
で
き
る
広
さ
は
、
東
西
で

約
一
町
半
（
１
６
０
メ
ー
ト
ル
）
に

も
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
茨
城
廃
寺
跡
の
金
堂
・
講

堂
・
塔
と
い
っ
た
主
要
な
建
物
は
、

昭
和
54
～
56
年
の
調
査
で
発
掘
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
立
地
場
所
を
見
る

と
、
区
画
さ
れ
た
範
囲
の
西
側
に
若

干
寄
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
区
画
の

中
心
に
主
要
な
建
物
を
配
置
し
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
疑
問
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
二

つ
の
考
え
方
が
で
き
ま
す
。一
つ
は
、

一
町
半
と
い
う
広
さ
の
確
保
を
優
先

し
た
と
い
う
も
の
で
す
。
主
要
な
建

物
は
、
地
形
的
に
一
番
高
い
と
こ
ろ

に
建
っ
て
お
り
、
建
物
が
目
立
つ
よ

う
に
こ
の
場
所
が
選
ば
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
西
側
に
は
谷

が
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場

所
を
中
心
に
し
よ
う
と
す
る
と
、
寺

の
規
模
は
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
建
物

を
中
心
に
す
る
の
を
あ
き
ら
め
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
金
堂
が
設
計
の
中

心
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
金

堂
の
位
置
は
、
想
定
さ
れ
る
東
限
・

西
限
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
り
、
ま
た

調
査
の
結
果
、
最
初
に
建
設
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に

建
設
さ
れ
た
金
堂
を
基
準
と
し
、
寺

の
範
囲
が
設
計
さ
れ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

今
の
段
階
で
は
、
こ
の
二
つ
の
仮

説
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
、
そ
れ

と
も
ほ
か
の
仮
説
が
成
り
立
つ
の

か
、
残
念
な
が
ら
分
か
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
も
調
査
を
継
続
す
る
予
定
で

す
の
で
、
徐
々
に
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
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公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
処

理
の
施
設
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
衛

生
的
で
快
適
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

　

水
路
や
河
川
の
汚
濁
の
原
因
の
一

つ
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水

で
す
。
暮
ら
し
を
守
る
た
め
公
共
下

水
道
と
農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続

に
、
理
解
と
協
力
を
願
い
ま
す
。

＊
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

接
続
す
る
と

①
悪
臭
が
な
く
な
り
ま
す
。

②
側
溝
が
き
れ
い
に
な
り
、
ハ
エ
や

蚊
な
ど
の
害
虫
が
減
り
ま
す
。

③
水
路
へ
の
生
活
雑
排
水
の
排
出
が

な
く
な
り
、
地
域
の
環
境
衛
生
が
向

上
し
ま
す
。

④
便
槽
の
溜
ま
り
具
合
や
汲
み
取
り

を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

⑤
浄
化
槽
が
不
要
に
な
る
た
め
、
そ
の

維
持
管
理
の
手
間
が
な
く
な
り
ま
す
。

＊
工
事
は
３
年
以
内
に

　

下
水
道
本
管
が
道
路
内
に
布
設
さ

れ
た
地
区
に
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
下
水
道
法
に
よ
り
３
年
以
内

に
汲
み
取
り
式
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
し
、
風
呂
・
台
所
な
ど
の
雑

排
水
が
下
水
道
に
流
れ
る
よ
う
に
工

事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続

し
、
接
続
工
事
時
に
補
助
金
申
請
を

し
た
人
に
は
、
上
限
４
万
円
の
補
助

金
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
新

築
は
除
き
ま
す
。

＊
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は

　
　
　
　
　
　
　
　

指
定
工
事
店
へ

　

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
す
る
と

き
は
、
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
指

定
工
事
店
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
）
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
指
定
工
事
店
以
外
が
工
事
を

行
う
と
無
資
格
工
事
と
な
り
、
基
準

不
適
格
に
よ
る
や
り
直
し
や
罰
則
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
区
域
外
の
人
は

　

下
水
道
認
可
区
域
外
と
農
業
集
落

排
水
実
施
区
域
外
に
住
む
人
は
、
高

度
処
理
型
合
併
浄
化
槽
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
設

置
工
事
を
す
る
場
合
、
補
助
金
申
請

を
し
た
人
に
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

下
水
道
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

八
郷
総
合
支
所 

下
水
道
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
５
）

　

http://w
w

w.city.ishioka.lg.jp/

下
水
道
・
農
業
集
落

　
排
水
へ
の
接
続
を

環
境
を
守
る
た
め
に
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健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

℻  
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

℻  
４
４
・
１
４
９
２

★★

★★

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
事
な
ど
に
、
専
門

の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

★
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の

電
話
相
談

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
の
参
加
者
募
集
！

＊
石
岡
地
区

【
日
時
】

 11 
月
７
日
（
水
）

・
午
後
１
時
～
１
時
20
分

※
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

︻
定
員
】
15
人

【
内
容
】歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】
フ
ッ
化
物
塗
布
を
希
望
す

る
未
就
学
児

※
募
集
は
、
随

時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
実
施
日
】

11
月
17
日
（
土
）

【
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
健
診
内
容
】
特
定
健
康
診
査
、
後

期
高
齢
者
の
健
康
診
査
、
39
歳
以
下

の
健
康
診
査
、
肺
が
ん
検
診

【
持
参
す
る
物
】
保
険
証
・
受
診
券
・

負
担
金　

＊
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、直
接
会
場
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
９
月
15
日
号
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

★
追
加
地
区
健
診
を

実
施

★
特
定
保
健
指
導
は
忘
れ

ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

　
「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
効
果
の

あ
る
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
対
象
者
は
、
特
定
健
康
診
査
の

結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
判
定
さ
れ
た
人
で
す
。
対
象
者

に
は
「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を

発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
メ
タ
ボ
の

解
消
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
無
料
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
「
特
定
保
健
指
導
利
用

券
」
に
同
封
し
て
あ
る
案
内
チ
ラ
シ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

★
ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽
部
冬

コ
ー
ス
受
け
付
け
中

が
ん
検
診
推
進
事
業

　

ダ
イ
エ
ッ

ト
倶
楽
部
で

は
、
運
動
を

楽
し
み
な
が
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
成
功

さ
せ
ま
す
。
保
健
師
、
栄
養
士
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
自
身
で
目
標
と
行

動
計
画
を
立
て
、
結
果
を
出
す
運
動

教
室
で
す
。
運
動
教
室
を
卒
業
し
た

サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
応
援
し
ま
す
！

【
日
時
】
11
月
26
日
、12
月
３
・
10
日
、

１
月
７
日
、
２
月
４
・
25
日
の
月
曜

日
全
６
回

・
午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
受
け
付

け
は
午
後
１
時
45
分
ま
で
）

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】
無
料

【
申
込
方
法
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
利

用
は
お
早
め
に

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
６
月
下
旬

に
「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
（
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
在
中
）」
を
対
象
年
齢
の

人
に
郵
送
し
ま
し
た
。
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
の
種
類
に
よ
っ
て
、
子
宮
頸け

い
が

ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん

検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
く
だ
さ
い
。
大
腸
が
ん
検
診
は
、

申
し
込
み
の
後
に
、
検
査
容
器
を
郵

送
し
ま
す
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
】

・
平
成
25
年
２
月
28
日
（
木
）
ま
で

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

・
毎
月
第
２
火
曜
日

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

♥
相
談
番
号 

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
　
　
　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

★
11
月
か
ら
四
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
が
導
入

　

11
月
１
日
か
ら
、
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ⊖

Ｉ
Ｐ
Ｖ
）

の
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ

ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
申
し
込
み
受
付
中

　

夫
婦
や
そ
の
家
族
で
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。
大
好
評
で
、
複
数
回
参

加
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

助
産
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、

健
康
運
動
指
導
士
、
保
健
師
が
、
講

話
に
実
技
を
交
え
な
が
ら
具
体
的
に

指
導
し
ま
す
。
参
加
者
と
一
緒
に
過

ご
す
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
室
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　

教
室
は
、
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

方
法
な
ど

詳
し
く
は
、

各
保
健
セ

ン
タ
ー
に

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。
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★★

★★

★
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
い

人
、
大
募
集
!!

★
献
血
に
協
力
を

★
幸
せ
は
食
事
か
ら

手
羽
中
の
梅
酒
煮

❸
水
菜
は
食
べ
や
す
い
長
さ
に
切

り
、
皿
に
盛
る
。
❷
を
汁
ご
と
水
菜

に
か
け
る
よ
う
に
し
て
盛
り
付
け
る
。

◆
ポ
イ
ン
ト　

　

梅
酒
に
含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸
の
働

き
で
肉
が
柔
ら
か
く
な
り
、
骨
か
ら

身
が
は
が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
水
菜
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
カ

ル
シ
ウ
ム
は
、
ク
エ
ン
酸
と
一
緒
に

と
る
こ
と
で
吸
収
が
よ
く
な
る
た

め
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
も
な

り
ま
す
。

（
１
人
分
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
３
４
３
㎉
、

塩
分
１
・
６ｇ
）

◆
材
料
【
４
人
分
】

手
羽
中
20
本
、
水
菜
１
束
、

Ａ
｛
梅
酒
１
カ
ッ
プ
、
し
ょ
う
ゆ
大

さ
じ
２
、
は
ち
み
つ
大
さ
じ
１
｝

◆
作
り
方　
　

❶
フ
ラ
イ
パ
ン
に
Ａ
を
入
れ
、
沸

騰
し
た
と
こ
ろ
に
手
羽
中
を
入
れ

る
。ふ
た
を
し
て
10
～
15
分
間
煮
る
。

❷
煮
汁
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た

ら
、
か
ら
め
る
よ
う
に
し
て
火
を
止

め
る
。

　

毎
年
、
冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
が
み
ら
れ
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
発
症
す

る
病
気
で
、
風
邪
よ
り
も
感
染
力
が

強
く
、
症
状
が
重
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
38
～
40
度
の
急
激
な
高

熱
で
発
症
し
、
悪
寒
、
倦け

ん
た
い
か
ん

怠
感
な
ど

の
全
身
症
状
を
伴
い
ま
す
。
幼
児
や

65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
妊
婦
、
肺
や

心
臓
の
慢
性
的
疾
患
患
者
、糖
尿
病
・

腎
臓
病
患
者
、
免
疫
不
全
状
態
の
人

は
症
状
が
重
く
な
り
や
す
く
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

❖
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

　
　
　

予
防
し
ま
し
ょ
う

★
相
談
日
が
変
更
に
…

　

10
月
か
ら
「
精
神

保
健
相
談
」「
ひ
き

こ
も
り
専
門
相
談
」

の
相
談
日
が
、変
更
に
な
り
ま
し
た
。

①
精
神
保
健
相
談

・
毎
月
第
３
金
曜
日 

午
後
２
時
～
４
時

・
毎
月
第
３
火
曜
日 

午
前
10
時
～
正
午

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

・
毎
月
第
１
火
曜
日 

午
前
10
時
～
正
午

■
問
い
合
わ
せ

　

土
浦
保
健
所 

保
健
指
導
課

　

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
５
１
６　

　

℻
０
２
９
・
８
２
６
・
５
９
６
１

　

食
生
活
改
善

推
進
員
が
メ
タ

ボ
予
防
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

生
活
習
慣
・
食
習
慣
に
関
す
る
話
や

調
理
実
習
を
通
し
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

の
豆
知
識
を
伝
授
し
ま
す
。
お
い
し

く
食
べ
て
、
す
っ
き
り
ス
マ
ー
ト
に

な
り
た
い
人
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
】
12
月
13
日
（
木
）　

・
午
前
９
時
～
９
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　

受
け
付
け

・
午
後
２
時
30
分　

終
了
予
定

【
内
容
】
生
活
習
慣
・
食
習
慣
の

改
善
に
つ
い
て
、
メ
タ
ボ
予
防
の

食
事
づ
く
り
（
調
理
実
習
）
他

【
場
所
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

【
参
加
費
】
無
料

【
対
象
者
】
市
内
在
住
の
40
～
70

歳
代
の
人　

【
申
込
方
法
】
11
月
末
日
ま
で
に
八

郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は

直
接
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
（
15
人
）
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

　

予
防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有

効
で
す
。
市
で
は
、
対
象
者
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成

を
し
ま
す
。

※
必
ず
し
も
、
接
種
を
受
け
る
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
普
段
の
生
活
で

　
　

気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
》

❶
ウ
イ
ル
ス
が
体

に
入
ら
な
い
よ
う

に
手
洗
い
・
う
が

い
を
徹
底
す
る
。

❷
体
力
・
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め

に
、
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
る
。

保
温
・
保
湿
を
心
掛
け
る
。

❸
流
行
し
た
ら
外
出
は
な
る
べ
く

控
え
、
感
染
者
に
は
近
づ
か
な
い
。

ま
た
、
発
症
し
た
ら
人
に
う
つ
さ
な

い
よ
う
に
外
出
を
し
な
い
。

❹
咳せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く
し
ゃ

み
が
出
る
と
き
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で

口
や
鼻
を
覆
う
、

人
ご
み
で
は
マ

ス
ク
を
着
用
す

る
な
ど
）
を
心

掛
け
る
。

❺
も
し
か
し
て
と
思
っ
た
ら
、
早

め
に
受
診
す
る
。

　

適
切
な
治
療
を
受
け
、
水
分
補
給

と
十
分
な
栄
養
や
休
息
を
と
り
、
安

静
に
し
て
い
れ
ば
３
～
７
日
ほ
ど
で

治
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と

お
さ
え
、
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

★このレシピはヘルスメイトさんの
　おすすめメニューです。

「
精
神
保
健
相
談
」

「
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
」

�今月のおすすめ�

●
11
月
６
日
（
火
）

　
　

カ
ス
ミ
八
郷
店

・
午
前
10
時
～
午
後
０
時
15
分

・
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
11
月
16
日
（
金
）

　
　

市
役
所

・
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　

正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

梅
酒

２７　 広報いしおか 11 月 1 日号  №１７０



知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
〜
成
年
後
見
制
度
〜

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

　

石
岡
市
国
府
３
─１
─16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い
側
）・

臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）
を

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時 

毎
月
第
３
土
曜
日  

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所 

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参
加
店
前
、

　
　

  

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、趣
味
の
手
作
り
品
、

園
芸
品
な
ど
を
展
示
販
売
。
新
鮮
野
菜
の
Ｋ
マ
ル

シ
ェ
参
加
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
。
参

加
者
募
集
中
で
す
。

「
サ
ン
ド
市
」　

   

　
今
月
は
17
日
（
土
）
開
催
！

 

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

ま
ち
を
歩
い
て
、
出
会
っ
て
、

          

美
味
し
い
物
を
食
べ
て
元
気
に
な
る

 

＊
11
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＊
　

　

折
り
紙
教
室　

24
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                  　
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
〜

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜

　

ち
り
め
ん
小
物  

第
１
、３
土
曜
日   

午
後
１
時
〜

まちかど情報セ
ンターでは、今
話題のブランド
スイーツ「いし

おかサンド」を各店日替わ
りで販売しています。11
月 10 日（土）御幸通り家
族秋祭りにて全店舗の「い
しおかサンド」を販売予
定！

＊いしおかサンド好評販売中

◆
手
続
き
は
、

　
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
？

　

本
人
の
住
所
地
の
家
庭

裁
判
所
へ
申
し
立
て
を
し

ま
す
。

◆
誰
が
、

　
申
し
立
て
で
き
る
の
？

　

本
人
や
配
偶
者
・
四
親

等
内
の
親
族
・
市
区
町
村

長
・
検
察
官
な
ど
。

※
親
族
で
申
し
立
て
る
人

が
い
る
場
合
、
原
則
と
し

て
市
区
町
村
長
は
申
し
立

て
を
行
い
ま
せ
ん
。

◆
申
し
立
て
の
期
間
と

　
　
　
　
　
費
用
は
？

　

期
間
は
３
か
月
前
後

で
、
費
用
は
10
万
円
程
度

で
す
。（
収
入
印
紙
・
登

記
印
紙
や
郵
便
切
手
・
本

人
の
判
断
能
力
を
確
認
す

る
た
め
の
医
師
の
診
断
や

鑑
定
料
な
ど
）

■ 

問
い
合
わ
せ

・
高
齢
者
の
場
合

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 　
☎
３
５
・
１
１
２
７

・
障
が
い
者
な
ど
の
場
合

　

社
会
福
祉
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

◆
誰
が
、

　
支
援
し
て
く
れ
る
の
？

　

家
族
や
親
族
の
ほ
か
弁

護
士
や
司
法
書
士
、
社
会

福
祉
士
な
ど
を
希
望
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
終

的
に
、
家
庭
裁
判
所
で
適

任
と
選
ば
れ
た
人
（
後
見

人
、
保
佐
人
、
補
助
人
）

が
支
援
し
ま
す
。

◆
ど
ん
な
支
援
を

　
　
　
し
て
く
れ
る
の
？

　

本
人
の
判
断
能
力
の
程

度
に
よ
り
、
預
貯
金
管
理

や
不
動
産
処
分
（
財
産
管

理
）、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
契
約
や
料
金
な
ど
の

支
払
い
（
身
上
監
護
）
を

行
い
ま
す
。

◆
支
援
し
て
く
れ
る
人
へ
の

　
　
　
　
　
　
報
酬
は
？

　

家
庭
裁
判
所
が
、
本
人

の
支
払
い
能
力
に
応
じ
て

妥
当
な
報
酬
を
決
定
し
ま

す
。
詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

まちかど学習会
「きれいにすっきりと暮らす」
心の整理は物の整理から
～物の捨て方、残し方～
日時　11 月 14 日（水）午後 2時～
場所　まちかど情報センター
講師　狩谷敏子氏（全国友の会石岡支部）

ギャラリー

「日本和紙（ちぎり絵）展」
日時　11月 30日（金）午後 2時～
　　　　　12月 8日（土）午後 2時

「105 才の刺繍個展」
真心を込めて…
～昼寝をする時間が
あれば刺繍します～
日時　11 月 2日（金）～
　　　　　11月 10日（土）午後 3時

刺繍作家
上杉ミツ子

第 124 回まちかど音楽祭
「魅惑のジャズ」
日時　11 月 25 日（日）午後 2時～
場所　まちかど情報センター 
出演　ギタートリオ＋ワン

パソコンで年賀状作り
日時　11月26日（月）・27日（火）
定員　5 名
（定員になり次第締め切り）
参加費　1,000 円
＊詳しくは問い合わせください。

広報いしおか11月1日号  №１７０　２８

　成年後見制度とは、判断能力が不十分な人を保
護し、支援する制度です。任意後見制度と法定後
見制度の２種類があります。
❶任意後見制度…現在は判断能力が十分な人が不
十分になったときのために、事前に誰にどのよう
な支援をしてもらうかを公証役場を通して契約し
ておく制度です。
❷法定後見制度…認知症・知的障がい・精神障が
いなどによって物事を判断する能力が十分でない
人に、家庭裁判所に選ばれた人が預貯金などの管
理や日常生活の様々なことを支援する制度です。
法定後見制度は、本人の判断能力の程度により後
見制度・保佐制度・補助制度に分かれています。



　

図
書
館
で
は
、
約
１
０
０
０
枚
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

一
部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
く
だ
さ
い
。

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
16
歳
以
上
の
人
に

限
り
ま
す
。

★
ド
ラ
マ

・
塚
原
卜
伝 

１
・
２
・
３
・
４

・
風
の
果
て 

上
・
下

・
人
間
の
証
明

・
お
し
ん 

１
・
２

★
ア
ニ
メ

・
カ
ー
ズ 

２

・
ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー 

２

・
塔
の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル

★
邦
画

・
桜
田
門
外
ノ
変

・
手
紙　
　
　
　

・
悪
人

・
駅　
　
　
　
　

・
ゼ
ロ
の
焦
点

・
砂
の
器　
　
　

・
天
国
と
地
獄

★
洋
画

・
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語 

第
３
章

・
魔
法
使
い
の
弟
子

◉
バ
ザ
ー
（
陶
芸
・
洋
裁
作
品
）

・
午
前
10
時
30
分
〜

◉
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
お
茶
席
）

・
午
前
10
時
30
分
〜

25
日
（
日
）

◉
作
品
展
示

・
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

◉
実
技
発
表

・
午
前
10
時
〜
11
時
50
分

■
オ
カ
リ
ー
ナ
…
午
前
10
時
〜

■
竹
桐
会
…
午
前
10
時
30
分
〜

■
民
謡
…
午
前
11
時
〜

■
フ
ラ
ダ
ン
ス
…
午
前
11
時
20
分
〜

◉
バ
ザ
ー
（
洋
裁
作
品
）

・
午
前
10
時
〜

◉
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
囲
碁
）

・
午
前
９
時
〜 

【
日
時
】11
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）

【
場
所
】
東
地
区
公
民
館

【
内
容
】
公
民
館
同
好
会
会
員
と
公

民
館
講
座
受
講
生
に
よ
る
作
品
展

示
・
実
技
発
表

【
日
程
】

24
日
（
土
）

◉
作
品
展
示

・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◉
実
技
発
表

・
午
前
10
時
20
分
〜
正
午

■
小
学
生
バ
ラ
エ
テ
ィ
教
室
生
に

よ
る
ダ
ン
ス
…
午
前
10
時
20
分
〜

■
太
極
拳
…
午
前
10
時
40
分
〜

■
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス
…
午
前
11
時
〜

■
フ
ラ
ダ
ン
ス
…
午
前
11
時
20
分
〜

■
童
謡
…
午
前
11
時
40
分
〜

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
11
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
３
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

《
11
月
の
お
は
な
し
会
》

・
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

中
央
公
民
館

《
11
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
10
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
本
は
大
切
に

　
　
　

扱
い
ま
し
ょ
う
》

《
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
紹
介
》

　

中
央
図
書
館
・
中
央
公
民
館
で
は
、

幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し
た
お
は
な

【休　館　日】

  ３・ 10
 17・24
 29～31

12 月11 月
 ５・ 12
19・23
26・29 

・
バ
ベ
ル

・
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝

　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

・
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン

　

生
命
の
泉

　

図
書
館
の
本
を
手

に
し
た
時
、
破
れ
た

り
、
ペ
ー
ジ
が
取
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
本
を
見
か
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
返
却
せ
ず
に
図
書
館

職
員
ま
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
の
本
は
、
市
民
み
ん
な
の

も
の
で
す
。
多
く
の
人
に
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
、
本
は
大
切
に
扱
い

ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
の
世
界
へ
よ
う

こ
そ
！
》

し
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
図

書
館
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」「
紙
芝
居
」

「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

♥
中
央
図
書
館（
午
前
10
時
30
分
〜
）

・
お
は
な
し
玉
手
箱

　
　
　
　
　
　
　

毎
月
第
１
土
曜
日

・
お
は
な
し
会 　

毎
月
第
３
土
曜
日

♥
中
央
公
民
館（
午
後
２
時
30
分
〜
）

・
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ　

　
　
　
　
　
　
　

毎
月
第
２
土
曜
日

※
開
催
日
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

11月 24日（土）・25日（日）

東地区公民館 

　  まつり
◆問い合わせ   東地区公民館  ☎26-6503

２９　 広報いしおか11月1日号  №１７０



か
が
や

きの
　未来を拓

ひら

く　男 ひと
と
女 ひ
と

ハーモニーコーナー

スマートフォンは携帯電話の
進化版ではありません !!
問い合わせ
消費生活センター
（市役所内）
月～金曜日（祝日除く）
午前 10時～正午
午後１時～４時 30分
☎ 22-2950

　

さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

は
、
男
性
も
女
性
も
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
と
も
に
生
き
生
き
と

活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
し
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
第
１
回
さ
わ
や

か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
、
つ
く

ば
市
に
本
社
を
置
く
授
乳
服
メ
ー

カ
ー
有
限
会
社
モ
ー
ハ
ウ
ス
代
表 

光
畑
由
佳
さ
ん
の
公
開
講
演
会
で

す
。

　

光
畑
さ
ん
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に

職
場
に
行
く
「
子
連
れ
出
勤
」
を
古

く
て
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
と
し

て
、
自
身
の
店
舗
や
百
貨
店
で
も
実

日
時　

11
月
８
日
（
木
）

　
　
　

11
月
22
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

場
所　

市
役
所
１
階 

相
談
室

＊
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当  

  　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
２
２
）

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家

庭
の
悩
み
な
ど
、
女
性
の
抱
え
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

談
員
が
、
相
談
者
が
自
ら
の
力
で
解

決
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
女
性
、企
業
、

学
生
に
向
け
て
の
講
演
や
、
女
性
の

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
支
援
す
る
団
体

を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お

出
で
く
だ
さ
い
。

＊
日
時

12
月
９
日
（
日
）　

午
後
１
時
30
分 

開
場　

午
後
２
時 

開
演　

＊
場
所

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡　

ひ
ま
わ
り
の
館 

介
護
研
修
室

（
石
岡
市
大
砂
１
０
５
２
７
─６
）

＊
入
場
料　

無
料

＊
定
員　

50
人　

＊
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

※
託
児
（
２
歳
〜
就
学
前
ま
で
）
を

希
望
す
る
人
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
伴
う
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
従
来
の
携
帯
電

話
と
は
違
い
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
し
た
り
デ
ー
タ
を
抜
き
取
ら
れ
る

な
ど
パ
ソ
コ
ン
と
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
に
、
そ
し
て
蓄
積
し
て
い

る
自
分
や
友
人
の
情
報
を
流
失
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
使

い
方
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

事
例

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
芸
能
人
の
動

画
を
見
て
い
た
。
リ
ン
ク
を
タ
ッ
プ

し
た
ら
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
つ
な

が
っ
た
。
無
料
だ
と
思
い
【
18
歳
以

上
】
を
選
択
し
、
動
画
を
再
生
し
た

ら
９
万
円
の
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ

た
。
驚
い
て
【
退
会
】
ボ
タ
ン
を
タ
ッ

プ
し
た
ら
業
者
か
ら
名
指
し
で
メ
ー

ル
が
送
ら
れ
て
き
て
、
延
滞
を
続
け

生活ホットライン

「
モ
ー
ハ
ウ
ス
」
代
表 

光
畑 

由
佳
さ
ん
公
開
講
演
会

さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー　

参
加
者
募
集
！

子
連
れ
出
勤
か
ら
考
え
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

た
場
合
は
訴
訟
を
起
こ
す
と
書
い
て

あ
っ
た
。

問
題
点

・
動
画
サ
イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
た
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
た
際
、
架
空
の
利
用
料
金
請
求
画

面
を
表
示
さ
せ
る
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染

し
た
。

・【
退
会
】
を
選
択
し
た
際
、
自
覚
が

な
い
ま
ま
空
メ
ー
ル
を
送
ら
せ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
た
。
メ
ー
ル
送
信

の
際
、
常
に
署
名
を
付
け
る
設
定
に

し
て
い
た
た
め
業
者
に
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
と
名
前
を
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

・
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
ウ
ィ
ル

ス
対
策
ソ
フ
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
納
得
で
き
な
い
料
金
は
支
払
わ
ず
、

業
者
と
連
絡
を
取
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
古
い
Ｏ
Ｓ
（
基
本
ソ
フ
ト
）
を
使
っ

て
い
る
と
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
危
険
性

が
高
く
な
る
の
で
、
更
新
（
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
）
の
通
知
が
来
た
ら
、
最
新

版
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

・
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
）
や
総
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や

ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
の
情
報
を

取
得
し
ま
し
ょ
う
。

倉敷市出身。お茶の水女
子大学被服学科を卒業後、
（株）パルコでの美術企画、
建築関係の編集者を経て、
1997 年の２人目の出産
後、電車の中での授乳体験
を機に「産後の新しいライ
フスタイル」を提案するた
め、授乳服の製作を開始。

光畑 由佳さんプロフィール

広報いしおか11月1日号  №１７０　３０



る
さ
中
検
針
の
人
紅こ

う

ふ
み
て
来
る

　
　
　
　
　

     　

井　

関　

木
間
塚
具
子

道
端
の
覆
い
か
ぶ
さ
る
夏
草
も
今

朝
は
刈
ら
れ
て
盆
間
近
な
り

　
　
　
　
　

     　

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

緑
濃
き
小
川
の
ほ
と
り
蛍
草
青
き

光
を
は
な
ち
て
静
か

　
　
　
　
　

     　

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

照
り
つ
づ
く
八
月
の
草
生
の
中
に
く

れ
な
い
ゆ
れ
て
コ
ス
モ
ス
の
咲
く

　
　
　
　
　

     　

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

あ
へ
ぎ
つ
つ
過
し
し
昼
間
暮
れ
ゆ
き

て
吹
く
風
か
す
か
秋
の
け
は
ひ
す

　
　
　
　
　

     　

山　

崎　

鈴
木　

君
江

「
元
気
だ
ね
」
店
主
が
声
を
か
け
く

る
る
パ
ー
ト
の
仕
事
も
体
力
維
持
に

　
　
　
　
　

     　

柴　

内　

羽
生　
　

俊

暑
さ
負
け
し
て
い
た
け
れ
ど
や
っ
と

秋
短
歌
を
詠
ん
で
留
守
居
を
日
課

　
　
　
　
　

     　

山　

崎　

荒
井　

幸
子

石
岡
の
祭
り
の
囃
子
熱
帯
び
て
稽

古
す
る
音
栗
拾
ふ
背
に

　
　
　
　
　

     　

東
成
井　

小
島　

せ
ん

栗
の
毬い

が

と
げ
た
く
ま
し
く
み
な
見

事
秋
光
に
笑
み
開
き
実
を
こ
ぼ
す

あ
り

　

居
眠
り
衛え

じ士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

鎌
倉
幕
府
北
条
氏
に
よ
る
皇こ
う
と
う統

迭て
い
り
つ立
策
が
始
ま
る
頃
の
正
應
三
年

　
　
　
　
　

 　

  

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

仕
事
ひ
と
つ
終
へ
し
窓
辺
に
風
立
て

ば
蝉
し
ぐ
れ
降
る
寝い

ね
よ
と
告
げ
て

　
　
　
　

     　
総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

と
め
ど
な
く
さ
る
す
べ
り
の
花
散

　
　
　
　
　

   　

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

蝉
し
ぐ
れ
身
内
わ
づ
か
の
家
族
葬

　
　
　
　
　

  　

 

東
光
台　

前
川　

豊
美

瞳
合
い
数
秒
静
止
い
ぼ
む
し
り

　
　
　
　
　

   　

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

天
高
し
悩
む
一
つ
の
物
忘
れ

　
　
　
　
　

   　

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
う
つ
す
背
後
の
天

高
し

　
　
　
　
　

   　

府　

中　

赤
津
美
智
子

新
涼
の
朝
の
は
じ
ま
る
白
布
巾

　
　
　
　
　

   　

府　

中　

荒
川　

忠
男

提
灯
に
古
き
町
名
秋
祭

　
　
　
　
　

 　

  

片　

岡　

馬
場　

小
零

雲
乱
れ
ゆ
く
や
野
菊
の
白
深
し

　
　
　
　
　

   　

柿　

岡　

平　

由
紀
子

新
米
の
湯
気
ご
と
美
味
し
塩
昆
布

　
　
　
　
　

   　

下　

林　

鈴
木　

邦
翠

山
の
宿
月
見
の
膳
に
迎
へ
ら
る

　
　
　
　
　

 　

  

山　

崎　

荒
井　

栗
山

秋
澄
み
て
筧
の
水
の
落
つ
る
音

文
芸
い
し
お
か

●
い
し
お
か
子
ど
も
劇
場

《
花
咲
か
せ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
》

※
被
災
地
に
子
ど
も
の
文
化
の
花

を
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
よ
う
！

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
し

て
、
被
災
地
東
北
６
県
と
茨
城
を

巡
回
す
る
子
ど
も
の
た
め
の
舞
台

芸
術
鑑
賞
会
（
１
２
０
か
所
）
の

一
つ
と
し
て
、
和
太
鼓
集
団
の
鬼

太
鼓
座
公
演
を
実
施
し
ま
す
。

✿
「
鬼
太
鼓
座
・
ナ
ウ
」

【
日
時
】
12
月
８
日(

土)

・
開
場 

午
後
２
時

・
開
演 

午
後
２
時
30
分

【
会
場
】
府
中
小
学
校 

体
育
館

【
申
込
方
法
】
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
入
場
料
】

・
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

・
大
人
は
、
１
口
１
０
０
０
円
以

上
の
協
力
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

担
当
：
川
俣

☎
０
９
０
・
７
９
４
９
・
４
９
７
２

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　
　
　
　
　
　

 

石　

岡　

東　

辻
が
華

雨
の
ほ
そ
ふ
る　

木
曽
路
の
宿
は

   

俚　

 

謡

短　
　

歌

　

残
る
想
い
の　

一
人
旅

　
　
　
　
　

     

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

赤
い
灯
火　

き
れ
い
に
並
ぶ

　

野
辺
の
地
蔵
の　

彼
岸
花

　
　
　
　

   　

      

南
台　

月
乃
香
倶
耶
姫

飽
か
ず
眺
め
る　

機
上
の
窓
に

　

の
び
る
一
線　

飛
行
雲

　
　
　
　

  　

       

下　

林　

白
井
冨
喜
江

暑
さ
忍
ん
で　

お
盆
も
過
ぎ
て

　

出
穂
を
見
廻
る　

月
明
か
り

   　
　
　
　
　
　

   

川　

又　

関　
　

清
志

山
は
夕
焼
け　

茜
に
染
ま
り

　

寺
の
晩
鐘　

時
を
う
つ

　
　
　
　
　
　

 

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

光
る
新
米　

湯
気
ま
で
美
味
し

　

苦
労
実
っ
た　

秋
美
味
し

　

   　
　
　
　
　

府　

中　

稲
田　

す
み

夏
の
祭
り
へ　

賑
わ
う
露
店

　

客
を
蹴け

ち散
ら
す　

俄
雨

　
　

   　
　
　

    

貝　

地　

前
島
く
に
子

あ
の
日
誓
っ
た　

二
人
の
夢
を

　

や
っ
と
果
た
せ
た　

富
士
登
山

　
　
　
　

  　

     

総　

社　

鈴
木　

虚
心

そ
っ
と
静
か
に　

タ
ン
ポ
ポ
種
子
の

　

綿
毛
飛
び
立
つ　

昼
の
月

　
　
　
　
　
　

   
杉　

並　

助
川　

浩
史

軒
の
風
鈴　

は
げ
し
く
揺
れ
て

　

窓
に
吹
き
込
む　

通
り
雨

（
一
二
九
〇
）
三
月
十
日
に
甲
斐
源
氏

の
浅
原
為
頼
ら
が
御
所
に
乱
入
し
て

持
明
院
統
の
伏
見
天
皇
暗
殺
を
図
っ

た
。
馬
で
侵
入
し
て
女
官
を
脅
し
天

皇
の
居
場
所
を
聞
き
出
し
た
の
だ
が
、

女
官
が
気
を
利
か
し
て
反
対
の
方
角

を
教
え
、
そ
の
隙
に
天
皇
を
女
装
さ

せ
て
逃
が
し
皇
太
子
を
匿
か
く
まっ
た
。　

　

そ
の
頃
に
や
っ
と
警
護
の
武
士
団

が
駆
け
つ
け
賊
を
討
ち
と
っ
た
。
犯

人
は
領
地
を
失
い
無
頼
化
し
て
い
た

武
士
だ
が
対
立
す
る
大
覚
寺
統
の
亀

山
上
皇
が
関
与
を
疑
わ
れ
た
。
し
か

し
証
拠
は
無
く
犯
人
の
死
に
よ
り
迷

宮
入
り
と
な
っ
た
。
や
が
て
南
朝
と

北
朝
の
対
立
が
激
化
す
る
の
だ
が
、

警
備
の
厳
重
な
御
所
が
簡
単
に
襲
撃

さ
れ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

　

御
所
の
警
護
は
近こ
の
え
ふ

衛
府
な
ど
二
重

三
重
の
警
備
体
制
で
行
わ
れ
て
い
る

筈
な
の
に
事
件
の
時
に
は
当
直
の
衛

士
ら
が
居
眠
り
を
し
て
い
た
ら
し

い
。
巨
大
な
組
織
で
も
最
前
線
は

個
々
の
人
間
が
職
務
に
当
た
る
。
そ

れ
が
、
眠
っ
て
い
た
り
、
手
抜
き
で

あ
っ
た
り
す
れ
ば
全
く
の
無
防
備
と

な
り
機
能
は
失
わ
れ
る
。

　

南
北
朝
の
争
乱
は
論
外
だ
が
、
近

代
で
も
人
為
の
事
件
事
故
が
多
す
ぎ

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。「
油

断
大
敵
」
の
教
訓
は
、
い
つ
の
時
代

で
も
通
じ
る
よ
う
で
あ
る
。

３１　 広報いしおか11月1日号  №１７０



成人式に行こう
　

市
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、
成
人
式
典
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
記
念
す
べ
き
式
典
に
出
席
く
だ
さ
い
。
来
春
の
成
人
式
に

該
当
す
る
人
は
、
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

　

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
に
は
案
内
の
通
知
が
届
き
ま

す
が
、
市
外
に
転
出
し
た
人
に
は
通
知
が
届
き
ま
せ
ん
。
転
出
し

た
該
当
者
で
、
石
岡
市
で
成
人
式
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
ま
た

は
官
製
ハ
ガ
キ
に
次
の
内
容
を
記
入
し
て
、
12
月
13
日
（
木
）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
記
入
内
容

❶ 

成
人
者
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
性
別
・

　

  

卒
業
中
学
校
名

❷ 

世
帯
主
（
親
元
な
ど
）
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

※
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
で
、
12
月
中
旬
以
降
に
な
っ
て

も
成
人
式
の
通
知
が
届
か
な
い
人
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
１
５‒

０
１
９
５ 

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
-１

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
７
）

日時　平成25年1月13日（日）
受付　午後 0時 20分～
式典　午後 1時～
会場　石岡市民会館　大ホール

昨年の成人式の様子

わが家のアイドル（小学生未満）           
を募集しています！お子さんの成
長の記念にいかがですか？掲載を
希望する人は、秘書広聴課へ連絡
ください。

＊問い合わせ　　
　秘書広聴課
　☎ 23-1111（内線 213）

わが家のアイドル
矢口 宏

こうのすけ

之介ちゃん（４歳７か月）

　　　　　　　　　　　　　総社
トラックとダンゴムシが大好き。
２人のお姉ちゃんとも仲良しです。
パパとママから　
元気でたくましく育ってね。

野口 亜美ちゃん（8か月）

　　　　　　　　　　　　　府中
よく笑い、バイバイも上手！
お風呂に入るのが大好き♪
パパとママから　
いつも笑顔で元気でね♥

　

手
塚
治
虫
の
代
表
作
「
ア
ト

ム
」
を
も
と
に
、
劇
団
わ
ら
び
座
が

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ア
ト
ム
」
を
上
演

し
ま
す
。

＊
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

　

開
場　

午
後
２
時
30
分　

　

開
演　

午
後
３
時

＊
会
場　

石
岡
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

＊
料
金 

一
般　
　
　

 

２
５
０
０
円

　
　
　

  

高
校
生
以
下 

１
５
０
０
円

※
３
歳
以
下
の
入
場
は
、
遠
慮
く
だ

さ
い
。

※
全
席
自
由
で
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
。

＊
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
民
会
館 

　

☎
２
２
・
５
１
８
７

11 月 18 日上演！
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